
丘
逢
甲
の
詩
に
つ
い
て

i
ー
そ
の
時
事
に
関
す
る
詩
i
i
j

許

'吊

r今『

女

ム予

-=-
iコ

0

0

9

0

 

新
腐
掛
一
商
社
荷
停
賛
に
、
「
甫
叉
話
回
陳
時
事
、
律
切
精
深
、
歪
千
二
一
一
口
不
少
表
、
世
競
詩
史
」
と
、
社
南
が
話
回
く
時
事
に
関
す
る
詩
を
詠
じ
た

。。

と
ほ
め
て
い
る
。
晩
滑
に
お
い
て
も
、
陳
街
は
石
遺
愛
詩
話
で
、
「
公
度
詩
多
紀
時
事
、
惜
自
体
…
不
詳
」
、
梁
啓
超
は
飲
氷
室
詩
話
で
、
「
公
度

o

o

hい

0

0

0

0

之
詩
、
詩
史
也
」
と
同
じ
く
時
事
と
詩
史
と
い
う
こ
と
で
賀
選
震
の
詩
を
許
し
て
い
る
。
賀
選
法
と
親
交
の
あ
る
丘
逢
甲
に
謝
し
て
は
、
未
だ

3

3

つ
O

こ
の
よ
う
な
許
が
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
は
こ
こ
で
特
に
彼
の
時
事
に
翻
す
る
詩
を
考
察
し
、
か
れ
の
詩
に
詩
史
と
務
せ
ら
れ
る
べ
き
商
が

( 68 ) 

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

0

0

0

0

 

江
猿
の
丘
倉
海
停
(
一
九
一
五
年
ν

に
、
「
其
所
得
詩
登
蒼
涼
様
慨
、
有
漁
陽
三
樋
之
盤
、
如
飛
兎
額
一
袋
絡
足
奔
放
、
卒
日
執
千
文
、
街
社
稜

0

0

0

0

 

之
気
慨
、
皆
騰
般
紙
上
」
と
、
彼
の
詩
が
議
く
蒼
涼
懐
俄
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
連
横
の
牽
脅
詩
乗
(
一
九
二
一
年
)
で
は
、
「
及
敗
去
之
嘉

0

0

0

向

w

o

o

腹
、
居
銭
卒
、
自
競
倉
海
君
、
慨
然
有
報
泰
之
志
。
故
其
借
用
詩
、
一
訪
問
多
激
越
」
と
、
彼
の
詩
の
詩
集
が
激
越
で
あ
る
こ
と
を
の
ベ
、
郷
魯
の

0

3

0

0

(

向
怠
2

)

0

0

0

0

書
い
た
第
一
一
一
版
嶺
雲
海
日
接
持
紗
序
ハ
一
九
一
ニ
七
年
〉
も
、
「
先
生
蹄
自
筆
湾
、
一
意
譲
鋳
整
詩
、
多
友
涼
悲
社
之
作
」
と
、
友
掠
悲
批
に
滞
ち

0

0

0

0

0

0

0

0

 

た
作
品
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
丘
溢
甲
の
詩
は
、
内
渡
以
後
の
作
品
し
か
俸
わ
っ
て
い
な
い
が
、
蒼
涼
様
慨
、
激
越
悲
批
に
満
ち
て

い
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
一
番
多
き
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。

内
渡
以
後
の
丘
逢
甲
と
親
交
を
綾
け
て
い
る
郎
萩
爵
の
揮
監
拾
遺
〈
一
九
0
0年
〉
に
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。



3

0

0

3

0

0

0

0

3

0

0

0

3

3

0

0

0

0

 

家
仙
根
工
部
熟
於
史
事
、
英
信
仰
詩
也
喜
蹴
史
。
光
緒
戊
皮
訓
政
市
後
、
京
部
新
開
時
九
/
一
核
人
関
線
。
仙
根
主
諮
東
山
、
心
江
一
周
憂
之
。
嘗
題
予

民
間
刀
琴
樽
閥
、
屋
一
洲
話
相
雲
閣
七
一
一
一
応
一
出
火
古
南
篤
以
見
意
、
並
魚
宋
末
大
忠
文
文
山
先
生
修
澗
侶
紀
:
・
歩
一
正
気
歌
原
額
、
成
五
十
日
一
信
刷
、

動
。
忠
義
之
気
、
勃
然
以
輿
。
成
諮
問
州
、
夏
(
用
卿
)
二
君
、
借
題
行
誠
、
熱
心
君
閥
、
潟
能
不
娩
此
新
役
界
人
物
也
。
・
:
裟
今
雨
年
、
所
料

0

0

0

0

0

0

0

0

ね、

多
摩
一
、
橋
之
疑
之
奈
是
愈
以
服
其
遠
見
、
社
少
陵
詩
中
有
史
、
庶
其
近
企
〈
」

。。

郎
萩
園
は
、
丘
逢
甲
が
史
事
に
詳
し
く
、
好
ん
で
詩
の
中
に
史
事
を
述
べ
、
戊
成
政
援
に
劃
す
る
感
慨
を
そ
の
一
詩
「
風
月
一
洋
梓
厨
」
等
に
託

。0
3

0

し
た
こ
と
を
記
し
、
時
事
に
劃
す
る
卓
見
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
詩
は
笠
に
社
南
日
詩
中
有
史
υ

の
線
に
近
い
と
批
評
し
て
い
る
。

丘
逢
甲
の
詩
の
中
か
ら
も
、
容
易
に
こ
の
こ
と
が
立
一
読
さ
れ
る
と
思
う
。

(1) 
ーっ

時。商
事。誇
今三洋
来籍
多民
怪洋
呉 叡
Lー

一勺

様我
ia 
今君
時:0向
局。留
L.. 

。。

ω「
自
有
千
秋
詩
史
在

任
人
成
敗
論
英
雄
」

...， 
重間
関海、
詩。都
史。知
作有
雄塾
談}竜
L.. 

一
簡
は
洋
籍
を
誇
り
民
は
洋
敬

時
宮
市
年
来
怪
異
多
し

八
P
一
七
二
出
頭
海
関
・
:
〉

我
行
く
も
君
な
お
留
ま
る

( 69 ) 

様
慨
し
て
時
局
を
念
、
ず

〈

P
一
四
七
留
別
院
治
:
・
〉

自
ら
千
駄
の
詩
史
在
る
有
ワ

人
に
任
す
成
敗
英
雄
を
論
ず
る
を

〈

P
一
二
五
題
凌
孟
:
・
〉

四
海
み
な
私
一
路
〈
逢
甲
競
)
あ
る
を
知
る

重
ね
て
-
詩
史
を
開
い
て
雄
談
を
作
さ
ん

〈

P
一
七
九
論
詩
・
:
〉

o

c

o

o

 

ωの
二
首
で
、
被
が
か
な
り
時
局
に
注
意
し
、
時
局
を
案
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ωの
二
首
で
は
、

。

。

。

。

の
中
に
時
事
ま
た
は
史
事
を
詠
じ
て
い
る
。

し
て
お
り
、

丘
逸
平
が
大
睦
ヘ
逃
れ
て
か
ら
の
十
七
年
間
ハ
一
八
九
五
i
一
九
一
二
〉
、
あ
の
末
期
的
様
相
を
示
し
た
数
々
の
娩
清
の
時
事
に
鎖
し
て
、
ど
ん

。。

自
分
の
詩
を
詩
史
で
あ
る
と
自
究



な
う
け
と
り
方
を
し
、
ど
ん
な
ふ
う
に
詩
に
表
現
し
、
そ
の
詩
に
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
か
を
、
私
は
特
に
重
要
な
る
時
事
一
に
関
し
て
と
り
上

げ
、
考
察
し
て
み
た
い
と
忠
う
の

日
清
戦
争
に
関
す
る
も
の

。
つ

0

0

0

丘
逢
申
は
日
清
戦
争
以
前
、
す
で
に
中
外
の
持
率
に
針
し
、
か
な
り
関
心
を
持
ち
、
そ
し
て
中
外
の
史
事
に
精
透
し
て
い
た
G

揮
麗
拾
遺
に

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

3

0

 

よ
る
と
、
彼
は
章
子
試
の
時
、
全
装
利
弊
論
を
帯
一
一
闘
い
て
一
稿
建
巡
撫
丁
目
晶
、
か
ら
μ

奇
童
u

と
驚
歎
さ
れ
、
青
年
の
頃
に
は
中
関
率
商
法
得
失
利

0

0

0

0

0

0

0

 

仲
貯
を
書
い
て
、
蜜
濁
巡
撫
麿
景
山
松
か
ら
「
海
上
二
百
年
、
生
此
奇
士
、
腹
中
十
蔦
巻
、
佐
我
未
能
」
と
抑
制
さ
れ
、
ま
た
、
「
諜
書
索
劉
覚
、

0

0

0

0

0

0

0

 

粂
習
知
中
臨
時
事
、
故
倉
中
洋
洋
寓
一
一
一
一
向
、
能
禽
中
西
之
遜
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
若
い
時
己
に

υ
中
西
持
率
υ

に
精
一
連
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

0

0

 

巡
燃
か
ら
霊
繁
が
ら
れ
た
。
彼
が
二
十
四
歳
の
時
、
友
人
と
賭
け
を
し
て
一
夜
で
仕
上
げ
た
豪
務
竹
校
詞
百
首
に
も
、
す
で
に
二
、
三
史
事
を

詠
じ
た
の
が
あ
る
。

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

ω「
自
設
問
件
落
降
海
演
、
荒
限
従
比
泳
由
記
仁
、
将
軍
不
死
降
王
去
、
無
復
田
横
五
百
人
」

0

0

0

つ
つ

0

0

0

0

0

9

0

0

O

M

W

ω「
北
関
荒
革
幾
経
春
、
監
閣
不
亡
慰
蛍
論
、
若
究
縞
端
肇
亡
図
、
九
原
態
怨
重
夫
人
」

ωで
は
、
鰯
成
功
の
一
一
一
世
制
御
克
爽
が
、
抵
抗
も
し
な
い
で
呉
氏
族
結
滑
に
降
服
し
た
こ
と
を
深
く
歎
き
、

ωで
は
、
鄭
王
図
亡
閣
の
柄
い
を
関

( 70 ) 

い
た
の
は
議
夫
人
が
英
明
な
る
二
世
郷
克
盤
を
殺
害
し
た
か
ら
だ
、
と
、
詩
集
こ
そ
緩
や
か
で
あ
る
が
、
深
く
明
朝
の
波
ん
だ
の
を
悲
し
ん
で

い
る
。二

十
六
歳
で
川
進
士
υ

の
試
験
に
合
格
し
た
彼
は
、
官
に
つ
か
ず
し

(向
2
)

以
康
見
開
」
と
革
新
的
な
教
育
を

J

笈
践
し
た
。
下
関
後
約
で
刊

行。

ヶ
月
に
わ
た
り
、
電
文
で
激
烈
に
反
針
し
続
け
た
。
し
か
し
、

げ
が
き
ま
る

円
以

0

0

0

0

に
鋳
守
、
一
険
課
態
試
文
窓
外
、
衆
一
熱
中
外
史
索
、
鶴
間
報
章
、

彼
は
啓
一
一
務
民
衆
を
代
表
し
て
、
清
朝
に
濁
し
て
二

し
て
、
あ
の
劇
的
な
ア
ジ
ア
最
初
の
民
主
共
和
磁
樹
立
の
主
役
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

一
向
に
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
、
彼
山
崎
止
む
を
得
ず
「
自
主
抗
戦
」

利
あ
ら
ず
、

っ
て
瓶
籍
の
成
東
銀
卒
に
逃
れ

際
し
て
口
ず
さ
ん
だ
「
離
基
詩
六
首
)
ば

一
九
二
五
年
に
な
っ
て
か
ら
後
見
さ
れ
、
被
の



離
喜
一
詩
六
首

日
清
戦
争
及
び
蓑
幣
割
譲
に
針
す
る
う
け
と
り
方
を
知
る
上
の
、
唯
一
の
資
料
と
な
っ
た
。

¥つ
f
t
ャ、、

〈

P
一
ニ
六
五

光
緒

一
年
(
一
八
九
五
年
〉
作
V

将
行
会
、
草
此
数
意
聯
寓
積
債
、
妹
侍
張
君
詩
珍
蔵
之
、
十
年
之
後
、
有
心
人
霊
若
扶
錠
突
。
海
東
選
民
草
0

0

0

0

0

0

0

0

 

ωぺ
宰

相

有

権

能

割

地

能

く

地

を

割

く

も

孤
底
無
力
可
雨
天

(2) 
一勺

従o間濡
此o首舟
中。河去
原o JJj 作
恐o意鴎
j恐o 騎爽
沈o 然子

しー

来
期
積
弱
又
於
今

入
山
冷
限
観
時
局

司
来
開
花
惑
技
架
」

引升
A
U
巧
必
安
十

e
s
j
j
i、
し

ω一
「
英
雄
退
歩
部
材
仙

火
気
治
除
道
徳
編

。1，0 :i文
頭つ不
号訴。 話fjr
懇~O 1!u 
再。場il
昇。創
天。{京、
L-

年
相
模
あ
り

蔚孤
舟 i立
去ゆ

きブ7
-c 0) 

鵠天
実を
子同
とら
なす
らすJ
んき

な
し

間
賞
す
れ
ば
河
川
凶

ぺ
弘
主
一
世
1
仏へと-

3
1
4
L可
回
目

μ々
八七
γ
'
;

此
れ
よ
り
'
中
原

陵
沈
す
る
を
恐
る

.
3
¥
ヨリ
k
ィ
、
同
国
匂

ポ
月
間
M
Y

索
引

~fd

又
今
に
於
て
す

山
に
入
り
て
冷
限

時
司
雨
乞
説
pv

f
1
3
1
J
 

く71)

剤
一
棟
鍋
舵
感
慨
深
し

英
政
歩
を
退
け
ば

自
ち
前
仙

火
気
消
除
す
道
徳
の
篇

我
一
柳
仙
に
な
ら
ず
し
て

し
ば聯

ら
く
創
侠
と
な
り

仇
頭
新
り
つ
く
し
て

再
び
天
に
弁
ら
ん

の
二
句
は
、
ま
さ
に

お
け
る
清
朝
の
信
仰
し
た
愚
劣
無
能
な
行
為
と
、
蓋
湾
住
民
の
憤
激
の
す
べ
て
を
言
い
意
し

た
強
烈
な
言
葉
で
あ
る
。
始
め
の
思
匂
を
意
詳
し
て
見
る
と
、
一
宰
相
で
あ
る
李
鴻
撃
は
勝
手
に
関
土
豪
捲
等
を
割
譲
す
る
擦
一
一
一
一
口
を
持
っ
て
い
る

が
、
し
か
し
孤
院
で
あ
る
私
に
は
も
う
傾
い
た
関
家
の
大
勢
を
挽
回
す
る
力
を
持
っ
て
い
な
い
。
沼
議
の
よ
う
に
し
ば
ら
く
こ
の
怨
み
を
耐
え

μ

寅
趨
賊
ω

忍
ぶ
た
め
に
小
舟
で
大
海
へ
出
ょ
う
、
ふ
っ
返
っ
見
る
故
閣
の
山
一
判
、
私
の
心
は
な
ん
と
培
い
こ
と
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、



宰
穏
に
針
す
る
僕
り
、
中
協
の
大
勢
を
挽
間
で
き
な
い
悲
哀
、
敗
戦
の
将
軍
と
し
て
故
留
を
逃
れ
る
心
の
痛
ま
し
さ
、
故
菌
蓑
湾
に
針
す
る
限

り
な
い
態
茶
と
愛
情
な
ど
、
作
者
の
そ
の
時
の
心
設
を
惨
み
出
さ
せ
て
い
る
。
鈎
の
「
従
比
中
原
恐
控
沈
」
は
、
中
薗
の
将
来
を
深
く
憂
え
る

作
者
の
気
持
ち
を
示
す
と
共
に
、
喜
一
機
一
を
失
っ
た
後
中
閣
は
亡
閣
の
道
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
義
一
一
一
一
口
で
も
あ
る
。

ωの
「
我
不
紳
仙
聯
斜

侠
、
仇
頭
一
新
諜
再
弁
天
」
は
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
仇
敵
遠
の
首
を
新
り
泰
さ
な
け
れ
ば
、
死
ぬ
に
も
死
に
切
れ
な
い
と
、
げ
寅
図
賊
μ

に
劃
す

る
締
膝
の
積
り
を
ぶ
ち
ま
け
て
い
る
。
こ
の
気
慨
は
、
以
後
の
彼
の
生
活
及
び
詩
に
寅
ぬ
か
れ
て
い
る
む
こ
の
よ
う
な
蛍
時
の
為
政
者
に
濁
す

る
激
し
い
憤
り
は
、
ま
た
何
時
に
、
嘗
時
の
峯
一
務
住
民
の
気
持
ち
を
代
齢
相
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
蛍
時
牽
難
問
で
出
さ
れ
た
「
撤
文
」
に
も
、

「
:
:
:
繍
哉
牽
氏
、
従
此
不
得
倍
m
大
清
関
之
氏
也
。
吾
大
橋
閤
皇
帝
蛍
棄
五
回
一
最
民
哉
、
有
…
紋
臣
駕
・
:
我
蓋
民
輿
李
鴻
章
、
孫
続
校
、
徐
用
儀
不

共
戴
天
、
無
論
其
本
身
、
其
子
孫
・
:
登
時
悉
数
殺
除
、
以
謝
天
地
租

om:」
と
あ
る
c

い
ま
試
み
に
、

μ

割
地
υ

の
産
接
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
な
い
黄
護
憲
の
時
事
詩
と
比
較
し
て
見
る
と
、
寅
選
憲
は
「
城
京
逢

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

逢
雷
大
致
、
蒼
天
蒼
天
涙
如
雨
、
倭
人
覧
鰯
牽
務
去
:
・
一
輪
紅
白
骨
田
空
高
、
千
家
出
旗
陸
風
強
。
措
紳
番
老
相
招
議
、
爽
脆
道
芳
情
折
政
・
:
悲

0

0

0

0

0

0

0

 

乎
哉
、
汝
今
一
筆
、
昨
日
忠
商
知
人
守
何
怯
・
:
」
と
、
特
有
の
街
切
れ
よ
い
リ
ズ
ム
と
、
皮
肉
た
っ
ぷ
り
'
な
筆
法
で
時
事
を
誠
刺
し
て
い
る
が
、

し
ち、

( 72 ) 

し
そ
の
鋒
を
清
朝
に
向
け
る
勇
気
が
な
く
、
却
っ
て
審
一
務
住
民
に
向
け
て
、

る
で
人
の
奴
隷
に
甘
ん
じ
た
い
怯
濡
な
姿
に
描
い
て

い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
係
り
に
も
乙
宋
μ

自
主
抗
戦
υ

の
笠
態
を
知
ら
な
さ
過
ぎ
る
感
が
す
る
。

「
離
喜
一
詩
」
に
反
映
さ
れ
た
丘
逢
申
の
清
朝

に
射
す
る
強
烈
な
憤
激
、
批
判
、
抵
抗
は
、
夜
接
の
被
答
者
で
あ
り
、

円
自
主
抗
戦
μ

の
主
唱
者
で
あ
っ
た
彼
な
く
し
て
は
一
散
じ
ら
れ
な
い
作

品
と
言
え
よ
う
。

西
太
后
猫
裁
に
関
す
る
も
の

付
審
一
瀬
一
割
談
μ

を
つ
き
つ
め
て
見
れ
ば
、
清
朝
の
愚
劣
無
能
政
治
に
起
因
し
、
清
朝
の
愚
劣
無
能
政
治
を
つ
き
つ
め
て
見
れ
ば
、
西
太
后
の

反
立
、

4
A
3
3
b
u‘
 

H

訓
政
μ

溺

裁

に

起

因

す

る

。

に

精

通

し

て

い

た

法

、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

C

O

C

A

U

0

0

0

σ

0

0

3

0

 

「
湛

i

身
難
訴
選
民
苦
」
、
「
波
江
文
士
成
倹
父
、
続
関
降
人
務
義
郎
3
1

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
控
へ
渡
っ
て
か
ら

3

3

0

3

0

0

0

 

「
本
無
綴
土
容
安
持
、
難
侍
高
文
済
閥
会
」

こ
の
こ

ハ
P
四
八

答
w
盤
中
友



0

9

0

3

 

人
〉
と
、
喜
一
中
の
友
人
に
漏
ら
し
た
よ
う
に
、
そ
の
生
活
は
誹
一
読
と
貧
簡
の
極
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
溺
を
憂
え
る
心
の

し
、
翌
年
に
は
「
雑
詩
三
首
」
と
「
昔
前
一
行
」
等
の
西
太
后
溺
裁
批
判
の

人
一
倍
強
い
彼
は
、
な
お
し
き
り
に
持
率
に
強
い
関
心

を
詠
じ
て
い
る
。

ο
 

ド
一
立
弓
リ

pγ4

↓
づ
い
{
同
門
/
イ
ー

ハP
一九

l 

乃o稚0_0雨
張。 i場。雨。部
母o欲。三。蓑;
擢o )~ 0 夜
便。老。無o 腿
J獄。 I段、o1亭o龍
子。遇。態。行

2 3 4 5 

寛
無
一
片
乾
海
土

6 

雄。藷-
雷。足
I集。大
掛oj:也
鳴。 J文
i能。泥
雷。繍

7 8 

否
議
締
結
戸
不
関

9 

花
綴
柳
態
遊
雨
気

10 

躍
有
湾
鼓
安
能
催
・
・
・

11 

幾
疑
世
将
司
人
混
沌

12 

請。欲。待
牧つ書。起
政。線。盤
接。章。古
群。上。塚
陰。背o中
銭。帝o骨

13 14 15 

…
背
雨
和
風
各
議
令

一
十
二
年
〈
一
八
九
六
〉
作
V

雨
師
萱
夜

結
を
駆
っ
て
行
く

!笠
{亭
古

伝}

老手!を
i塗し
ミ日と
xoまど
ぷb

税-
i場雨
;:tr~ 三
を月
欲

Q 

J 
叉〉

乃
ち
母
様
を
張
り
て

阪
の
子
を
侵
す

党
に
一
片
の
乾
け
る
崎
町
土
無
く

足
を
着
く
大
地
は

( 73 ) 

泥
織
と
成
る

雄
雷
襟
齢
し

雌
雷
鳴
る

百
議
腕
(
恵
)
縮
し
て

戸
間
聞
か
ず

花
獄
れ
柳
態
(
匿
〉
れ
て

雨
一
黙
を
遊
く

潟
鼓
有
る
と
難
も

安
く
ん
ぞ
能
く
催
さ
ん

ほ
と
ん
ど
疑
ふ

世
蹄
に
混
沌
に
入
ら
ん
と
す
る
か

盤
古
塚
中
の
骨
を
起
さ
ん
こ
と
を
待
つ

政
撲
を
牧
浸コ

今話1'&

各3援
令を育
を界主帝
諜ぞに
き:すよ

んぜ
こん
とと
を 欲
請し
λp 

総
撃
を
書
し
て

m
M
雨
和
風



i苛 16
H寺
期
の
作
[コ

ー勺

穀:
詩

寓
方
重
ね
て
起
き
ん

議
翠
む
麗
J
Z

} 

、宇
、一、

「
天
鶴
能
く
雄
せ
ず
、
牝
鶏
代
り
て
鳴
を

mmす
て
ま
た
、

ん
ぞ
知
ら
ん
袋
養
の
物
の
、
乃
ち
'
起
ち

て
誠
萌
と
篤
る
を
」

っ
て
い
る
。
前
者
は
明
ら
か
に
光
緒
帝
に
代
っ
て
政
治
を
掌
る
西
太
后
を
言
い
、
後
者
は
も
と
も
と
宮
女
で
あ
っ
た

間
太
后
が
、
子
を
苧
ん
だ
た
め
に
貴
妃
に
昇
格
し
、

つ
い
に
関
家
の
縞
い
の
萌
に
な
っ
た
こ
と
を
誠
し
て
い
る
。
前
掲
の
詩
も
、
円

ο、

、

バ吐

7 

の
匂
か
ら
、
明
ら
か
に
西
太
后
が
光
緒
帝
を
押
え
つ
け
て
溺
裁
政
治
を
し
て
い
る
こ
と
を
誤
刺
し
た
も
の
で
あ
る
と
断
定
で
き
よ
う
。

「稚閥均一、

句
d

・
4-r

、、会凶“、

一mwコJ
…

「
雄
雷
一
一
は
光
緒
帝
、

「
老
陰
」
、

「
母
擢
J

一、

「
雌
雪
一
、

「一
mm
」一筑」、

「
、
政
擢
」
は
一
四
太
活
、

「花」、

J
桝)、

議
」
は
側
近
や
士
大
夫
や
閣
氏
、

「
大
地
成
泥
繍
」
は
蛍
時
の
世
相
、
ロ
、

お
の
匂
は
作
者
の
態
度
、
最
後
の
二
勾
は
西
太
后
打
倒
後
の
美
し

い
枇
禽
の
イ
メ
ー
ジ
を
指
す
、
と
い
う
ふ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
詩
は
ま
さ
に
、
西
太
活
溺
裁
に
封
ー
す
る
、
徴
腕
の
中
に
も
強
烈
な
認
刺
を

交
え
た
比
倫
時
事
詩
と
い
え
よ
う
。

1m 

戊
成
、
己
亥
、
庚
子
の
時
事
に
関
す
る
も
の

( 74 ) 

戊
戊
〈
一
八
九
八
年
)
に
は
い
わ
ゆ
る
μ

戊
成
政
幾
υ

が
、
己
亥
(
一
八
九
九
年
)
に
は

J
設
和
額
事
件
υ

が
、
決
子
〈
一
九
O
O年
〉
に
は
り
八

ヶ
関
聯
合
軍
の
北
京
攻
略
u

が
あ
り
、
僅
か
一
ニ
年
の
間
に
、
三
つ
の
大
事
件
を
起
し
て
清
朝
は
一
直
線
に
崩
壊
の
道
を
た
ど
り
、
世
界
に
そ
の

彼
は
も
っ
と
も
閣
の
前
途
を
憂
い
、

醜
態
を
さ
ら
け
出
し
た
。
前
に
引
用
し
た
「
探
態
拾
遺
」
の
記
述
に
も
い
う
よ
う
に
、
関
事
多
難
、
愛
化
緩
ま
り
な
い
こ
の
時
期
に
お
い
て
、

「
星
洲
若
雲
間
、
.
一
、
の
詩
に
、
そ
の
感
慨
を
託
し
て
い
る
。
寅
遜
憲
と

「
風
月
琴
神
間
」
、

「
正
~
一
気
歌
」

A
 i

 

で
明
和
し
て
時
事
を
慨
嘆
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
私
は
こ
こ
で
、
彼
が
民
子
の
年
、
南
洋
、
敵
洲
親
祭
政
行
を
絡
え
て
か
ら

作
っ
た
と
見
ら
れ
る
「
述
友
答
伯
務
い
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
詩
は
戊
皮
か
ら
民
子
、

。。

括
し
て
、
リ
ア
ル
に
記
述
し
さ
な
が
ら
一
篤
の
娩
清
H

詩
史
υ

で
あ
る
。

い
や
乙
未
日
割
地
υ

に
さ
か
の
ぼ
る
ま
で
の
時
事
を
総

述
京
答
伯
洛

八
P
一一一六

光
籍

一九

O
O年
〉
作
V

ω四
千
年
中
中
関
史

四
千
年
中
の
中
関
史



制
的
怪
事
寧
有
此

ω謂
之
日
戦
伺
五
市

日
和
市
一
段
攻
其
使

(3) 
町三つ問
13 c一
義。 I翠
民。民
今o 民
E10数
i表。呉

ω向
一
一
関
区
南
北
呉

或
部
矯
旨
或
抗
旨

伺
惟
俄
徳
法
英
日
葵

其
軍
吏
聯
意
奥
比

以
笠
ハ
槍
徽
御
一
対
弓
矢

民
間
街
自
停
勝
牧

量
料
一
柳
兵
党
難
侍
・•• 

川

w此
時
中
関
論
人
才

(8) (7) 
定。拒。{豆
{米。鋭。得
皐oj也。秦
罪。議。機
乃o反。亦
殺。頼。可
土o 喜

(9) 
言。紛
惑い紛
言。1:蒋
蓄o議
徒。五
?語。生
雨。死

制
何
人
怒
喜
魚
怒
喜

な
ん寧

ぞ
此
れ
有
る

之
を
諮
ひ
て
戦
と
臼
ふ
も
の
ほ
市
を
五
ひ
に
し

地
的
た
る
怪
事

和
と
日
ひ
て

'
既
に
其
の
使
を
攻
む

同
一
因
民

廷弘久明士、り

{ド伊

J
J
Y
Lプ

昨
日
の
義
民

今
日
は
控

間
一
一
割
箆

山
刊
行
レ
し
宮
山
旬
、
吋
ノ

存白
2

寸
ぺ

L
ヲ
tι

或
い
は
出
向
を
矯
り

或
い
は
旨
に
抗
す

惟
に
俄
・
徳
・
法
・
英
・
日
・
羨オ

I
Z
ト
ザ
ア

其
の
寧
は
更
に
背
中
ハ
イ
タ
リ
ア
)
・
奥
・
比
(
ベ
ル
ギ
ー
)
を
聯
ぬ

一
英
の
槍
磁
を
以
て
弓
矢
を
禦
ぐ

( 75 ) 

民
間
向
ほ
自
ら
勝
伎
を
停
う

最
に
料
ら
ん
や

一
榊
丘
ハ
究
に
持
み
難
し
と
は

此
の
時
中
間

人
才
を
論
ず
る
に

但
だ
秦
檎
を
得
る
も
亦
喜
ぶ
可
し

割
地
の
議
を
拒
み
て

反
っ
て
商
に
競
り

保
皐
の
界
中
}
定
め
て

乃
ち
土
を
殺
す

紛
紛
と
し

~ 

互
い
に
に
生
死
す

新
と
ヰ
一
一
向
ひ
蓄
と
一
宮
ひ

徒
ら
に
溺
一
く
信
仰
す

人
の
怒
喜
を
伺
ひ
て

怒
事
を
需
し



不
知
路
警
況
題
歌

ω紫
衣
一
足
粥
友
痛
認

可
惜
人
心
呼
不
起

(12) 
説。 i廷
覚。哉
_0  I豆
心つ民
索。間
夫。蔦
子。寓

況
や
鹿
取
を
や

紫
衣
一
旦
粥

認
を
友
痛
す
る
も

i差あ '1督
T~ミあ し
!む

可
し
A 
Jじ
は

呼
べ
ど
も
起
き
ず

箆
民
間
高
高

「
四
千
年
の
中
関
史
を
議
し
て
、

一
心
も
て
天
子
を
奉
ぜ
ん
!

い
ま
ほ
ど
閤
家
の
醜
態
を
さ
ら
す
怪
現
象
は
あ
る
だ
ろ
う
か
?
」
と
、
作
者
は
冒
頭
か
ら
中
間
人
と
し
て

の
H

悲
京
μ

を
慨
嘆
、
そ
し
て
そ
の
留
に
と
ま
っ
た
数
々
の

J
住
事
μ

を
羅
列
し
、
友
し
み
を
述
べ
て
ゆ
く
。
∞
で
は
、
宣
戦
を
布
告
し
て
い

な
が
ら
ま
た
敵
と
貿
易
を
交
わ
し
、
講
和
を
申
込
み
な
が
ら
ま
た
敵
の
大
使
館
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
い
う
。

ωで
は
、
問
一
閤
民
で
あ
り
な
が

ら
白
蓮
殺
を
一
信
じ
る
人
も
い
れ
ば
、
外
閣
の
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
る
人
も
い
る
。
昨
日
ま
で
は
「
洋
人
」
に
反
抗
す
る
H

義
民
μ

と
し
て
西
太

后
か
ら
笈
せ
ら
れ
た
義
和
協
は
、
今
日
は
逆
に
「
、
洋
人
」
に
閉
山
し
た
西
太
后
か
ら
月
産
賊
υ

と
し
て
討
伐
を
受
け
る
、
と
い
う
。

ωで
は
、

英
、
米
、
郷
、
併
、
日
、
ソ
、
伊
、

J

英
、
ベ
ル
ギ
ー
の
各
聯
合
軍
は
、
銭
抱
の
近
代
武
器
で
弓
矢
の
義
和
閣
と
戦
う
こ
と
を
い
い
、
義
和
閣
の

憐
れ
な
綴
を
の
ベ
る
。
似
で
は
、
戊
成
維
新
の
六
君
子
、
諌
鯛
問
、
林
地
、
楊
鋭
、
劉
光
第
、
楊
深
秀
、
康
康
仁
等
を
裁
判
に
か
け
な
い
で
、

複
ち
に
死
刑
に
し
て
し
ま
う
こ
と
を
の
ベ
る
。
い
ず
れ
も
蛍
時
著
切
な
時
事
で
あ
る
。
洪
棄
父
の
中
東
戦
紀
自
序
に
、
「
〈
李
鴻
章
〉
段
割
地
、

復
締
幣
、
磁
秦
檎
不
奈
此
」
と
(
開
小
川
口
山
)
、
李
鴻
業
の
資
路
行
為
を
秦
婚
以
上
だ
と
許
し
て
い
る
の
で
、

ωの
刺
す
持
率
も
あ
る
程
度
想
像
で
き

3

3

3

0

3

3

3

 

「
劇
部
地
誰
知
支
路
金
」
と
あ
っ
、
ま
た
、
薄
儀
の
「
我
的
前
非
生
」
に
は
、

ょ
う
。
丘
逢
甲
の
「
商
関
意
見
詩
崎
刻
木
、

。
っ

O

つ
む
っ

O

つ

「
他
ハ
策
総
〉
服
従
地
点
荷
物
相
務
的
顔
色
行
事
、
不
件
逆
慈
絡
的
意
思
・
:
他
承
旨
競
護
軍
隊
進
攻
策
交
民
窓
外
関
兵
器
、
却
又
不
給
軍
隊
議
拘
弾
、

内メ

ν

市
立
階
地
譲
給
外
問
問
兵
管
法
水
果
、
表
示
慰
問
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
切
と

ωの
時
事
も
す
べ
て
史
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

こ
の
晩
清
時
事
μ

詩
史
υ

に
は
、
い
ず
れ
も
中
癒
を
愛
し
、
中
関
を
憂
う
気
持
か
ら
、
あ
え
て
作
者
が
羅
列
し
て
菰
刺
し

( 76 ) 

T

}

、

た
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
特
に
こ
の
詩
の
似

ωω
の
見
解
に
注
意
し
て
み
た
い
c
似
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

丘
逢
甲
は
戊
成
維
新
の
六
君
子
の



H

紘一新
υ

に
つ
い
て
は
今
ま
で
勿
論
賛
成
で
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
紛
の
と
こ
ろ
に
な
る
と
、
維
新
保
皐
涯
を
保
守
雛

后
源
と
間
擦
に
、
単
な
る
議
抵
の
宇
い
と
き
め
つ
け
て
、
「
徒
借
用
磁
」
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
は
、
維
新
保
皐
涯
に
劉
し
失
乏

し
た
か
、
又
は
そ
の
意
義
を
も
否
定
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
何
も
の
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
年
譜
に
よ
る
と
、
彼
は
こ
の

死
を
痛
ん
で
お
り
、

年
、
南
洋
歓
一
洲
観
察
法
行
へ
行
く
途
中
、
香
港
で
雑
新
涯
の
康
有
箆
・
梁
啓
超
・
康
才
常
等
と
禽
い
、

「
持
力
並
立
」
の
記
念
符
良
ま
で
撮
っ

て
い
る
、
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
私
は
、
こ
の
時
に
お
い
て
丘
逢
甲
の
思
想
に
は
、
も
早
や
維
新
保
皐
一
涯
の
思
想
を
受
け
入
れ
る
絵
地
が
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
と
解
絡
し
た
い
。
康
有
箆
の
「
戊
成
八
月
因
襲
記
事
」
詩
に
、
「
五
回
一
宕
員
可
持
、
友
痛
詔
頻
関
」
と
、
百
日
維
新
の
時
、

光
緒
帝
の
頻
繁
に
出
さ
れ
た
詔
蓄
を
招
想
し
て
い
た
ん
で
い
る
記
事
が
あ
る
の
か
ら
見
て
、

ωは
、
閣
を
迫
わ
れ
、
素
衣
を
纏
う
康
有
為
等
の

保
由
記
涯
が
い
く
ら
光
緒
菅
の
あ
り
が
た
い
詔
蓄
を
哀
し
み
い
た
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
も
早
中
関
人
の
心
を
振
い
立
た
せ
、
保
皇
涯
に
随
わ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
意
で
あ
る
と
解
糖
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に

ωに
お
い
て
、
四
億
の
中
園
人
は
す
で
に
瀦
請
の
皇
帝
を
心
か
ら
奉
じ
て
い

思
想
の
表
は
れ
と
し
て
、
注
意
に
値
い
し
よ
う
。

る
人
は
い
な
い
、
と
瀬
清
王
朝
の
全
面
否
定
を
ち
ら
つ
か
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
例

ωの
解
答
で
も
あ
り
、
彼
の
反
瀬
清
民
族
主
義
的
愛
図

向
じ
戊
成
政
鐙
を
詠
じ
た
康
有
為
の
戊
成
八
月
図
愛
記
事
に
見
る
、
「
痛
民
〈
秦
庭

こ
の
熱
、

( 77 ) 

去
、
誰
潟
救
聖
一
君
」
の
熱
烈
な
忠
君
保
皐
思
想
に
満
て
い
る
の
と
は
、

一
一
線
、
を
萱
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

清
朝
山
腕
演
直
前
の
世
相
に
繍
ー
す
る
も
の

光
緒
一
ニ
十
四
年
〈
一
九
O
八
年
)
は
西
太
后
溺
裁
最
後
の
年
で
あ
り
、
藩
い
王
朝
封
建
時
代
が
移
り
に
近
づ
き
、
新
し
い
時
代
、
が
来
臨
せ
ん
と

す
る
そ
の
直
前
の
最
も
一
暗
黒
な
時
期
で
も
あ
る
。
内
か
ら
は
孫
文
の
率
い
る
革
命
分
子
の
武
装
蜂
起
が
、
あ
ち
こ
ち
で
だ
ん
だ
ん
激
し
く
な

り
、
外
か
ら
は
列
強
帝
関
主
義
者
が
あ
の
手
こ
の
手
と
中
間
制
侵
略
に
競
い
狂
い
、
そ
れ
に
類
し
て
清
認
に
は
も
早
や
打
つ
べ
き
手
も
な
く
、
軍

関
は
頭
角
を
現
わ
し
、
強
盗
は
横
行
し
、
民
衆
は
生
命
の
保
障
も
さ
れ
ず
苦
し
み
あ
え
ぎ
、
世
手
ま
さ
に
無
政
府
政
態
も
同
然
と
化
し
た
。
こ

丘
逢
甲
は
十
絵
'
一
年
の
敬
育
事
業
が
認
め
ら
れ
、
康
東
教
育
総
合
同
曾
長
に
推
さ
れ
、
庶
民
州
で
教
育
界
の
民
間
人
最
高
責
任
'
者
の
任
に

の

Jコ

て
い
た
。
彼
は
こ
の
清
朝
山
腕
演
直
前
の
世
相
を
ど
ん
な
に
と
ら
え
た
か
?

私
は
彼
の
「
戊
申
庶
民
州
五
月
五
自
作
」
を
翠
げ
て
'
紹
介
し
た
い
。
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ω 
年。 1m
来。
民。戊
務。申
盗。成
金。 チ1'¥
多つ五

月
五
日
作

群
盗
如
毛
不
可
櫛

小
猶
郷
落
事
攻
剥

(B) 
民。大
言。iL
官。擁
昔。城
迫。謀
氏。築
襲。 系高

官
一
一
一
日
革
命
議
第
寧

下。彼
言。哉
政oJ.字
i話。命
J二O 主主
種。易
J3lJO 言

ハ
パ
ソ
一
号
令
へ
，
f
J
¥
F
L
k
u
z
μ

京
認
可
員
益
山
1
ノ
事
慰
安

身。可。東
躍。憐01鉾
兵。 1設。商
談。溺o隣
家。 I議o~;目
立。氏。窟
滅。 I議。穴

ω一
飢
悶
兵
一
一
諮
問
月
鈎
少

山
総
掘
官
一
一
一
沼
津
儲
純

最1:;0 ~差
哉

兵。民
務。援
不o論
可o ï~J 
説。設

比
一
帯
遜
来
己
努
藻
・

ω尤
難
一
一
一
一
問
者
東
西
隣

年
来

民
窮
に
し
て

群
議
毛
の
如
く

?火
Lま一日《

金Z九

多 X
レ イヰプ

-r 
fp: 
V 

小
は
強
ほ
郷
落
に
し
て
攻
劉
を
事
と
し

櫛
す
可
ら
ず

民は品一一口ふ

大
は
立
つ
域
に
綴
り
て
築
絡
を
謀
る

身憐束事:
vi れ i鉾敗
兵む顕れ
書!(可 i珠て
にき ム築
確;:は ~:!3t; ノ\
り 惟主筋

爾{~ i予
j愚v プ

民
。コ
，/ぎ{

官
は
帯
一
口
ふ

彼
な
る
哉

下は一一一一口ふ

飢
闘
の
兵
は
一
一
一
一
日
ふ

革官
命 苛
議に
事し
とて
j号な民
る幾
とを

迫
/~ 

革
命
議
易
を
か
帯
雨
は
ん

政
酷
に
し
て
上
種
は
別
な
り

報
ち
銚
び
兎
か
れ

( 78 ) 

家
立
ち
ど
こ
ろ
に
滅
ぶ

i援ぁ羅
哉ぉ掘
民の
務官
tま t主
5@ 言
tま..s
読
く
可
く
も

j率月
信長 室内
部IIす少
ぬし
とと

兵
務
は
設
く
可
か
ら
ざ
る
を

此
の
事
週
来
日
に
芽
礎
あ
り

東
部
の
隣



「
端
午
節
」
の
μ

飛
箆
船
三
鋭
溜
を
見
に
行
っ
た
作
者
、
が
、

潜
ぎ
の
光
景
か
ら
蛍
時
の
世
相
へ
と
筆
を
走
ら
せ
、
持
率
を
憂
い
、
そ
し
て
又
「
仰
視
江
天
府
知
空
間
」
と
限
前
の

に
わ
た
る
大
作
で
、
押
韻
も
隔
句
と
限
ら
ず
、
割
合
に
自
由
で
あ
る
。
し
か
も
問
答
を
多
数
に
用
い
、
官
何
」
賓
が
生
き
て
お
り
、
取
材
が
ほ
ぼ
蛍

0

0

0

0

9

 

時
の
世
相
の
全
範
閣
に
わ
た
っ
て
お
り
、
蛍
時
の
社
命
間
宮
伺
寅
詩
と
し
て
か
な
り
意
義
を
持
っ
と
思
う
。

FU

つ
つ

0

0

3

0

公
庇
群
兇
嫉
内
務

鷹
鱗
狼
朕
謀
我
飲

被
謀
我
者
原
多
治

坐。更。段
恐。乗o ，JJ 
否。内つ取
氏。需Lo金
廃。態。路
有o1玖。数
;ro議。鍛

こ
の
詩
は
五
月
五
日
、

群
兇
を
公
庇
し
て

内
認
す
る
を
嫉
す

彼
0) 

Z文
を
謀
る我
7やが
j京2紋
ょ うをご

り謀
途る
多
し

際
鱗
狼
談

岐
に
山
に
金
を
取
り

路
に
鍛
を
放
く

ヨ:I_

iJ~ 

民
ヲ己主版
りの
有議
るす
'- ，~ 

とを
j野作詞:
き fこ
やす
と

当主主吏
ろに
に i有
恐請し
るに

乗
じ
て

「
南
風
吹
沙
何
烈
烈
!
・
」
と
歯
切
れ
よ
い
調
子
で
、
舟

に
も
ど
る
、

五
十
七
勾

( 79 ) 

ωで
は
人
民
の
窮
乏
と
群
盗
横
行
の
不
安
な
世
相
を
描
潟
す
る
。

ωで
は
、
人
氏
、
官
吏
、
革
命
議
三
者
の
口
を
借
り
て
、
社
命
同
が
混
朝
礼
状

態
に
陥
っ
た
原
因
を
追
究
さ
せ
る
。
そ
し
て
「
政
治
が
苛
酷
す
ぎ
て
、
上
に
い
る
支
配
階
級
の
種
族
が
呉
氏
族
で
あ
る
た
め
だ
」
と
、
呉
氏
族

で
あ
る
瀦
清
政
府
の
中
儲
支
配
に
員
正
一
郎
か
ら
反
針
す
る
。
こ
れ
は
訴
の
時
期
の
「
設
寛
一
心
奉
天
子
」
に
比
し
て
、
進
か
に
大
路
で
あ
る
。

ζ

の
大
殿
な
反
瀦
清
思
想
の
反
映
は
、
彼
が
こ
の
年
に
中
関
革
命
向
盟
脅
か
ら
嶺
束
の
盟
主
に
推
さ
れ
る
因
由
と
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
、
。
で
は
、
革
命
議
よ
り
も
革
命
闘
苧
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
一
般
人
民
に
J
「
仇
り
多
大
の
同
情
を
寄
せ
て
い
る
3

こ

れ
は
、
彼
を
し
て
護
接
革
命
運
動
に
走
ら
せ
ず
、
地
味
な
教
育
事
業
に
長
年
従
事
さ
せ
た
気
性
や
「
難
犬
驚
縮
一
宮
煤
下
、
最
忙
時
節
i

紋
催
租
。
ー
一

八
P

一二ハ

山
村
部
自
〉
に
見
る
農
民
に
同
情
を
寄
せ
る
気
持
と
も
一
致
す
る
態
度
の
よ
う
に
思
う
。
倒
で
は
、

H

飢
閤
白
か
ら
来
る
恐
し
い

るの 兵
除
の
叛
鋭
の
き
ざ
し
を
一
致
い
て
い
る
。
@
で
は
二
尤
難
一
一
一
一
口
者
:γ
一
と
前
置
き
し
て
、
東
西
帝
盟
主
義
者
の
中
関
侵
略
の
蜜
態
を
寓
賞
し
て
い

「
公
然
と
軍
関
を
援
助
し
て
、
互
い
に
校
み
合
う
こ
と
を
唆
か
す
」
と
一
お
い
、

「
銀
山
で
鍍
物
を
採
掘
し
た
り
、
卒
地
に
鍛
道
を
敷
設
し



た
り
し
て
経
済
侵
略
を
行
う
」
と
云
い
、

「
更
に
内
乱
に
乗
じ
て
、
中
閣
を
H
A
ヤ
殖
民
地
μ

に
化
し
て
侵
略
を
援
大
す
る
」
と
云
う
。
寅
に
鋭

い
指
摘
で
、
恐
ら
く
辛
亥
革
命
以
前
に
お
い
て
、
こ
ん
な
に
ま
で
は
っ
き
り
と
具
鐙
的
に
列
強
帝
盟
主
義
'
者
の
中
園
侵
略
を
指
摘
し
、

鳴
ら
し
た
詩
人
は
少
な
い
と
思
う
。

丘
逢
甲
の
詩
で
、
列
強
帝
盟
主
義
者
の
侵
略
を
指
摘
、
骸
嘆
し
て
い
る
の
は
か
な
り
多
い
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

侯
金
穴
露
、
出
山
田
市
水
鍛
車
火
0

4

4

生
苦
記
文
忠
一
説
明
、
多
恐
中
原
見
鷲
章
i

一
と
の
ベ
て
、

一
八
九
七
年
作
「
歳
暮
雑
感
一
に
、

「
七
貴
五

設
を
見
て
、

ロ
シ
ヤ
と
清
朝
の
共
同
投
資
で
川
中
東
鍛
路
μ

の問問

や
が
て
ロ
シ
ア
の
翻
意
が
中
原
に
現
わ
れ
る
の
も
間
近
だ
と
毅
一
一
一
回
す
る
の
や
、
又
一
九

O
一
年
作
「
出
頭
海
開
歌
寄
伯
洛
」
の
よ

う
に
、
七
十
四
句
の
長
歌
の
形
で
、

「
新
し
い
税
関
の
主
人
、
あ
れ
は
何
人
だ
?

短
い
衣
裳
に
笠
か
ぶ
っ
て
、
羊
の
よ
う
な
先
曲
り
の
鼻
」

と。、

ユ
ー
モ
ア
と
皮
肉
と
誠
刺
を
交
え
て
、
細
く
列
強
の
経
済
侵
略
の
賞
態
を
描
寓
す
る
の
も
あ
る
。

-'-. 
/" 

辛
亥
革
命
に
関
す
る
も
の

( 80 ) 

末
期
的
様
相
を
ふ
ん
だ
ん
に
嬰
し
績
け
て
来
た
、
老
大
関
清
朝
は
、
逐
に
辛
亥
革
命
の
一
一
躍
で
止
め
を
刺
さ
れ
て
崩
演
と
な
る
。
そ
れ
故
に

辛
亥
革
命
の
成
功
は
、
漢
民
族
が
瀦
清
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
丘
逢
甲
に
取
つ
て
は
、
長
年
夢
見
て
い
た
「
薦
方
章
一
紀
歳

華
麗
」
の
索
現
を
意
味
す
る
の
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
惜
し
く
も
民
間
一
万
年
(
壬
子
)
に
過
労
で
亡
く
な
っ
た
が
、
し
か
し
幸
い
に
、
こ
の
一
記
念

す
べ
き
辛
亥
革
命
成
功
の
喜
び
を
捜
験
し
た
の
で
、
今
彼
の
詩
「
弱
明
孝
陵
四
首
」
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
の
時
の
彼
の
辛
亥
革
命
成
功
に
訴
す

る
心
境
を
紹
介
し
よ
う
。

務
関
孝
俊
四
首

八
P
二
八
五

民
感
元
年
辛
亥
作
〉

(1) 

「紳
江中。修
111翠o欝
一氏。鐙
統族o IJJ 
都此o 紫
新章。策
定興o J携

欝
欝
た
る
鍾
山

紫
気
騰
る

江
山
一
一
統
し

者IS~ U:ヒ
ガfい Pこ
に霊
定輿
ます
る

中
華
民
族
は

大
藤
鳴
節
調
孝
俊
」

大
藤
鳴
鏑

挙
稜
に
認
す



包)
一寸

五つ如つ
百o 君。
年。平。
来。解。
i翠1Q 共0

1荷。和。
存。義つ

心
共
和
の
義
を
解
せ
ば

関
向
ほ
存
す

高
世
従
今
員
一
系

炎
寅
輩
出
向
主
中
原
」

t
t
t
ミ
コ
草
寺

ぺ
王
立
問

Y
U
4苛
叶
国

i

;mtc 
Ht 
今
従
り
，~ 
.ll込

仁t ~.こ

原ー
を系

守

主主

る

辛
亥
(
一
九
一
一
年
〉
十
一
月
、
待
望
一
の
付
中
華
民
間
胤
μ

は
つ
い
に
南
京
で
成
立
さ
れ
、
丘
逢
甲
は
勢
代
表
と
し
て
参
加
し
、

口
県
に
選
ば
れ
た
。
嘉
一
部
銘
に
よ
る
と
、
彼
は
一
審
の
降
る
の
を
開
国
し
て
先
づ
鐙
山
に
あ
る
mm太
一
組
の
陵
へ
馳
せ
、
民
族
復
興
の
喜
び
を
告
げ
、

「
氏
関
嘗
有
三
大
文
字
祭
告
孝
陵
、
延
一
午
、
洪
王
也
」
と
人
に
諮
っ
た
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

ωの
匂
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
に
は

そ
の
時
の
蕎
び
と
意
気
が
溢
れ
て
い
る
。
同
じ
く
墓
誌
銘
に
、
日
武
漢
信
義
υ

を
開
い
た
彼
は
、
「
内
渡
十
七
年
、
無
若
今
日
快
心
者
」
と
、

身
に
負
っ
た
H

自
主
抗
戦
υ

の
時
の
傷
跡
を
人
に
示
し
て
っ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
瀬
清
打
倒
の
喜
び
は
、
彼
に
取
っ
て
は
ま
た
「
仇
頭
新
盤

再
弁
天
」
の
怨
み
を
晴
ら
し
た
喜
び
に
も
遜
じ
、
そ
れ
は
ま
た
、
二
百
六
十
徐
年
の
呉
氏
族
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
漢
民
族
の
喜
び
で
も
あ
る

く81) 

て
い
た
な
ら
ば
、

の
で
あ
る
。

ωで
彼
は
、
拐
の
太
一
組
に
訴
し
て
、

今
日
ま
で
滅
び
ず
に
済
ん
で
い
た
の
に
」
と
少
し
奇
怪
に
も
思
え
る
一
一
一
一
口
鮮
を
は
く
が
、

「
も
し
五
百
年
前
に
あ
な
た
が

J
民
主
共
和
政
治
の
意
義
μ

を
解
し
て
、
明
朝
に
取
り
入
れ

和
菌
μ

を
主
鳴
し
、

し
か
し
げ
ア
ジ
ア
最
初
の
民
主
共

以
撮
影
法
:
〉
と
鄭
成
功
と
同
じ
甲
子
の
年
に
生

「
我
生
延
卒
〈
郵
成
功
)
向
甲
子
、
隊
一
一
地
心
妄
懐
感
忠
」
八
P
二
四
二

れ
、
し
か
も
問
じ
く
明
朝
に
針
す
る
忠
心
を
持
っ
て
い
た
と
自
食
す
る
丘
逢
甲
に
し
て
見
れ
ば
、
こ
の
一
一
言
葉
に
示
さ
れ
た
民
族
を
愛
す
る
気
持

は
、
十
分
理
解
さ
れ
る
。

〆七

+恥
司潟、

以
上
繋
げ
た
丘
逢
甲
の
時
事
に
翻
す
る
詩
の
考
察
か
ら
、
私
は
次
の
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
c

0

0

0

0

0

1

0

0

 

先

ず

彼

が

晩

清

の

潤

し

て

ど

ん

な

う

け

と

り

方

を

し

た

か

?

①

彼

は

針

し

、

「

宮

中

一

一

色

類

威

協

」

O

O

C

0

0

0

9

0

0

0

0

0

0

0

 

一
宰
相
有
楼
能
斜
地
」
と
、
宮
中
と
宰
相
の
勝
手
気
ま
ま
な
愚
劣
な
無
能
さ
に
よ
る
も
の
と
見
な
し
、
一

z

従
此
中
原
恐
陸
沈
」
と
、

/¥ 
離

一首
V、



清
朝
の
山
腕
潰
と
中
留
が
侵
略
に
さ
ら
さ
れ
る
の
を
繋
想
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
針
し
、
牽
叩
都
内
住
民
の
積
り
は
「
仇
一
政
一
新
設
再
昇
天
」
と
極
限
に

達
し
た
こ
と
を
の
ベ
る
。
こ
う
し
た
勲
、
問
時
期
の
他
の
詩
人
に
は
こ
ん
な
強
烈
な
詩
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
②
西
太
后
の

μ

訓
政
υ

つ

0

0

0

0

0

つ

0

0

0

に
到
し
、
彼
は
早
く
も

J
内
波
μ

の
翌
年
か
ら
批
判
を
加
え
、
一
乃
張
母
権
侵
政
子
」
の
溺
裁
と
き
め
つ
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
閣
は
「
覚
無
一

C

C

O

C

C

0

0

3

3

0

つ

片
乾
滞
土
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
て
も
「
諮
牧
政
機
扉
陰
務
」
と
打
倒
す
べ
き
だ
と
唱
え
た
c

③
戊
皮
、
己
亥
、
庚
子
の
時
事
に
針

O

O

G

c

o

c

o

 

し
、
彼
は
中
関
歴
史
間
関
以
来
の
醜
態
と
見
な
し
、
戊
成
維
新
犠
牲
六
君
子
に
は
同
情
を
寄
せ
る
が
、
し
か
し
「
可
借
入
心
呼
不
起
」
と
保
皇
維

0

0

0

0

0

0

0

 

新
の
償
僚
を
否
定
し
、
一
隔
に
中
華
民
主
共
和
政
践
を
主
張
し
て
い
る
。
義
和
閣
に
針
し
て
は
「
昨
日
義
氏
今
日
鹿
」
と
獄
裁
者
西
太
后
に
利
用

0

0

0

0

0

0

0

 

さ
れ
、
そ
し
て
殺
さ
れ
て
行
く
そ
の
憐
れ
な
姿
に
多
大
の
同
情
を
寄
せ
た
。
八
ケ
関
聯
合
軍
の
北
京
攻
略
に
謝
し
て
は
、
「
以
其
槍
綴
禦
弓
矢
」

0

0

0

0

0

0

0

 

と
中
関
科
謬
文
明
の
立
遅
れ
を
誤
刺
し
て
い
る
。
特
に
「
但
得
奈
檎
亦
可
喜
」
と
こ
の
時
期
の
篤
政
者
を
最
悪
の
付
実
関
賊
μ

と
決
め
つ
け
、

0

0

0

0

0

0

0

 

閣
の
前
途
を
敷
い
た
の
で
あ
る
つ
④
溺
没
直
前
の
世
相
に
針
し
て
、
彼
は
「
下
一
一
一
一
口
政
務
上
種
別
」
と
現
枇
舎
が
箆
れ
た
す
べ
て
の
原
因
を
青
酷

9

0

0

0

0

0

0

 

な
る
呉
氏
族
に
よ
る
統
治
だ
と
う
け
と
っ
た
。
そ
し
て
帝
関
主
義
者
の
中
薗
侵
略
の
手
段
を
暴
露
、
「
坐
恐
吾
氏
擁
有
手
」
と
恐
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
指
摘
を
し
た
の
は
、
他
一
の
詩
人
に
は
恐
ら
く
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
③
辛
亥
革
命
の
成
功
に
鉛
し
、
彼
は
誰
よ
り
も
一
倍
に
喜
ん
だ
。
そ

し
て
こ
れ
を
明
朝
に
さ
か
の
ぼ
る
漢
民
族
が
中
原
を
司
さ
ど
っ
た
と
う
け
と
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
そ
れ
ぞ
れ
の
時
事
に
謝
す
る
う
け

( 82 ) 

一
に
、
一
彼
は
持
率
を
ど
ん
な
ふ
う
に

に
し
て
い
う
な
ら
ば
、
強
烈
な
民
族
主
義
的
愛
儲
思
想
に
よ
っ
て

に
表
現
し
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
①
付
で
は
口
占
、
∞
で
は
比
戦
、
同
で
は
絞
率
、
一
鞠

か
れ
て
い
る
と
一
一
出
回
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
り
方
は
、

で

会
々
呉
な
る
技
法
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は
詠
ず
る
針
象
と
作
者
の
蛍
時

の
篠
件
と
が
そ
う
さ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
詩
践
は
主
に
形
式
の
自
由
な
古
詩
を
取
り
、
紙
密
に
、
感
慨
の
結
く
が
ま
ま
、
自
由
に
筆
を
走
ら
せ
、
押
惑
の
輩
一
を
気
に
し
な
い
よ
う
で

も
あ
る
っ
そ
し
て
散
文
的
問
答
式
を
と
り
入
れ
て
、
歯
切
れ
よ
さ

0) 

っ
て
い
る
よ
』
つ
に
阻
ん
γ
フ。

設
後
に
彼
の

つ
い
て
考
え
て
見
た
い
乙
梁
怠
訟
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

C

3

5

 

削
刻
印
則
論
海
(
逢
甲
〉
其
亦
天
下
健
者
余
。
:
・
得
不
調
詩
界
革
命
一
釘
子
耶
?
」
と
、

で
、
よ

ε

J

C

 

'
矯
近
世
詩
家
三
傑
、

0

0

0

C

 

丘
逢
甲
を
晩
情
詩
一
涯
に
お
け
る
天
下
の
健
者

詩
人
之
詩
論
、



で
あ
り
、

0

0

0

 

4
丙
略
革
命
μ

の
一
鏡
子
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
が
、

0

0

0

0

 

し
か
し
彼
を
詩
家
三
傑
の
一
で

に
置
い
て
い
る
。
郎
萩
園

コ
?

3

3

3

i
「
一
符
中
八
一
段
歌
」
で
:
手
間
家
仲
間
後
浩
敬
、

結
…
磁
近
在
来
山
内
、
五
バ
注
文
奈
不
出
何
。

乙

に
数
え
、
同
等
に
許
償
し
て
い
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
柳
直
子
の

0

0

0

つ
0

0

3

0

0

英
気
終
総
倉
梅
君
、
戦
血
蓑
拶
心
未
死
、
と
英
気
の
部
で
時
流
一
法
競
っ
て
丘
逢
甲
の
詩
を
賀
選
法
の
詩
よ
り
も
高
く
一
許
償

の
ベ
、
彼
を
「
廉
有
魚
、
出
向
遜
憲
、
林
鶴
年
、
底
景
様
、
潜
蘭
史
、
丘
逢
印
、
王
焼
論
、
梁
啓
超
」
の
般
に
お
い
て
寅
準
態
と
同
じ
く
一
古
川
中

0

0

0

 

「
時
流
競
設
寅
公
度
、

に
な
る
と
、

し
た
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
丘
逢
甲
と
問
時
代
の
詩
評
家
か
ら
は
、

の
下
、
叉
な
同
等
手
許
僚
さ
れ
つ
つ
、
丘
逸
平
の

死
後
二
年
(
一
九
一
四
年
〉
に
は
、
「
南
佐
一
の
指
導
者
で
あ
る
柳
恵
子
か
ら
、
英
気
の
商
で
寅
選
窓
よ
り
も
高
く
評
領
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
?

こ
こ
に
丘
逢
甲
の
詩
を
理
解
す
る
ポ
イ

γ
ト
が
存
す
る
よ
う
に
思
う
。
「
南
駐
」
は
「
詩
界
革
命
」
後
の
中
間
詩
壊
を
リ
ー
ド
し
た
中
園
女
皐

史
上
最
初
の
革
命
的
文
皐
関
桟
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、

丘
逢
甲
の
詩
が
、
他
の
「
詩
界
革
命
」
諸
子
よ
り
も
民
族
革
命
思
想
に
富

僚
が
な
さ
れ
、
民
翻
四
年
に
、

ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
丘
逢
甲
の
詩
集
「
山
積
雲
海
日
接
持
妙
」

「
小
説
月
報
」
か
ら
江
泊
郊
の
「
丘
逢
甲
停
」
が
晶
一
一
聞
か
れ
、
氏
関
八
年
に
早
く
も
「
詩
，
集
」
の
再
販
と
な
っ
た
こ

年
に
初
版
さ
れ
、
民
閤
一
ニ
年
に
柳
草
子
の
あ
の

( 83 ) 

と
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
彼
の
詩
が
氏
関
初
年
に
輿
え
た
影
一
響
…
は
板
め
て
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

近
づ
く
に
従
っ
て
、
彼
の
詩
は
再
び
重
視
さ
れ
、
民
関

(
昭
和
十
二
年
)
二
月
、
中
山
大
事
校
長
郷
魯
に
よ
っ
て

版
さ
れ

版
さ
れ
た
。
戦
後
氏
関
三
十
六
年
、

八
年
の
「
中
関
文
閉
山
ナ
史
」
に
は
、
彼
を
「
愛
関
一
主
義
者
一
一
一
山
界
革
命
の
一
詩
人
一
と
し
て
、
中
関
文
向
学
史
に
そ
の
償
億
を
位
置

と
合
い
待
っ
て
彼
の
蛋
誇
と
鞠
係
の
あ
る
詩
を
編
し
て
「
丘
倉
海
先
生
念
一
堂
詩
集
」
が
出

づ
け
ら
九
'
た
の
で
あ
る
c

で
あ
る
こ
と
を
お
競
り
い
た
し
ま
す
)

(2) 

引
用
部
予
感
越
欽
沫
室
詩
話
。



M) (9) (8) (7) (6) (5)ω(時

p
二
一
六

P
五
五
二
引
用
郎
家
閤

民

間

関

十

四

年

、

第

間

程

三

期

P
五
一
林
除
柴
一
郎
著
憂
湾
竹
校
詞
之
考
訂
」

氏

関

四

十

九

年

、

第

九

程

一

一

期

P
七
六
謝
意
漁
港
稿
「
乙
来
抗
日
雑
記
」

陳

錫

津

「

甲

午

間

引

文

、

(

僅

撮

本

文

而

志

鎌

該

雑

誌

名

〉

一
九
六
四
年
、
群
衆
出
版
社
、
・
「
我
的
前
半
生
」

p
一四

一
九
五
八
年
、
人
民
文
問
問
中
出
版
枇
「
康
有
筋
帯
文
選
」

P
一
一
二
ハ

一
九
五
九
年
、
人
民
文
事
出
版
枇
「
柳
琵
子
詩
詞
濯
」

p
一一一三

:
本
論
文
中
閥
単
に

p
・
;
と
数
字
を
示
し
た
の
は
、
す
べ
て
註

ωに
あ
る
詩
集
の
ベ

i
ジ
で
あ
る
。

ハ
大
察
院
博
士
課
程
〉
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